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豊かな未来社会を築くことを目指し、
コンピュータに関する幅広い
専門知識を身に付けます。

• 情報工学系では、情報に関する体系化した理論から、ソフトウェア、
ハードウェア、マルチメディア、人工知能、生命情報解析等の幅広
い専門知識を修得します。プログラミングの方法を覚えて、単なる
コンピュータの使い手になることを目指すものではなく、今や社会
システムおよびビジネスの全てに取り込まれているコンピュータに
関する技術を原理から深く理解し、新しい情報システムをモデリン
グする技術、複雑なソフトウェアを効率的に開発する技術、大量の
データから必要な情報を抽出する技術、人とコンピュータの知的イ
ンタフェース技術、物体や自然言語を高度に認識する技術、生命に
関する情報を解析する技術、社会をシミュレーションにより解析す
る技術といった最先端の分野において世界を先導する研究者・技術
者として活躍できる人材を養成します。

情報工学系について 私たちのヴィジョン
https://educ.titech.ac.jp/cs/about_us/



情報理工学院パンフレット
2022

• 各コースの特長、主な就職先など
• 「東工大 情報理工学院」で検索





情報工学系のコース
• 情報工学コース

– 高度情報化社会を支えるシステムの創造へ挑む
– 学修課程の専門科目から8単位以上を取得していること

• 知能情報コース
– 知能情報分野を先導する人材を育てる
– 学修課程の専門科目から8単位以上を取得していること

• ライフエンジニアリングコース
– 情報工学の専門知識と合わせて，ひとの健康・医療・環
境に関わる工学技術の基礎を身につける

– 必修専門科目を4単位、選択必修専門科目を3単位以上
を取得していること
入試合格後、入学前に希望コースを決める
(4月入学の場合)



指導教員及びその研究分野一覧（１）

• a



指導教員及びその研究分野一覧（2）

• a



指導教員及びその研究分野一覧（3）

• a



指導教員及びその研究分野一覧（4）

• a



5グループ
• G1:システム
• G2:ソフトウェア
• G3:生命情報
• G4:人工知能
• G5:知覚情報処理

https://www.li.c.titech.ac.j
p/admission/2022.html



G1: システム
• あ



G2: ソフトウエア
• a



G3: 生命情報
• a



G4: 人工知能
• a



G5: 知覚情報処理
• a



ゼミや研究活動はハード
• やること多い
– 英語論文読み，ゼミ発表準備，実験，コーディング
– 部活に似てる（例：平日はほぼ毎日練習）
– 総合格闘技：いろんなスキルが必要

• 例：正確かつ手短かに説明するスキル

• 試行錯誤や失敗がたくさん必要
– もやもやとの戦い，先生も答えを知らない

• 先生の厳しい指導はアドバイス
– 修論審査での指摘を先回り


